
     倒産した事業主に代わり、国が「賃金」を支払う 

「未払賃金立て替え払い制度」 

福 
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安倍内閣 新年度予算（案）  軍事費増やし、貧困に拍車 
 新しい年が始まりましたが、いかがお過ごしです

か。安倍内閣が今年やろうとしている予算案が出ま

した（主な特徴 左表）。 

消費税を増税したのに生活保護費や年金などの

社会保障費削減。その一方で、軍事費は８年連続増

で過去最高の５.３兆円。気が遠くなる金額です。 

軍事費は減っていたのに、安倍内閣になりうなぎ

登りです（左下グラフ）。 

■わずかな企業献金で予算を 

牛耳る大企業・富裕層 
こうした予算を組ませている

のが、自民党への大企業からのワ

イロである「企業献金」です。 

しかし、右表の通り、その額は

わずかです。言い換えれば、大企

業にとっては、こんな「はした金」

で100兆円の国家予算を大企業優

先に使わせています。こんなひど

い政治を変えましょう。 

払いを求めることができます（建設業法第

41 条第 2項）が、ゼネコンは抵抗します。 
 

ほかにも会社が倒産したときに労働者

の賃金などを確保する制度として①社内

預金の保全義務。②退職手当の保全義務。

③退職者の賃金支払いが遅れたときは決

められた率の延滞利子の支払い義務。④労

働契約のなかでの賃金の明示義務があり

ます。 ■特に、社会保障費は 

 連続大幅削減！ 
 右表は昨年までの社会

保障削減額を示していま

す。6 年間で３兆 8850 億

円。新年度分の 1200 億円

を加えるとなんと４兆円

になります。 

 つまり、2012年度に比べ

て、これからは毎年４兆円

も社会保障費が削られる

ことになります。 

生健会 １２月市議会に陳情しました 

 生健会北九州ブロックは、北九州市議会に「困っ

ている生活保護利用者の立場に立って、分かりやす

く丁寧な支援を」との陳情を提出しました。 

 会社が未払賃金を残したままで倒産し

たり、事実上経営の継続が不可能になった

ときは、法律によって退職金を含む未払賃

金を国が事業主に代わって支払う「未払賃

金立替払制度」があります。  
 

立替額は、未払い賃金総額の 8割です。

ただし、年齢に応じた最高限度額が右中表

のように決められています。 

未払賃金総額には、基準退職日の 6か月

前からの定期賃金と退職金が含まれます。 

賞与は立替えの対象にはなりません。企

業の倒産や破産については、労働基準監督

署の認定が必要です。  
 

なお、建築業での孫請けなどを含む下請

けが倒産などをして賃金などが未払いに

なったときは、最上位の元請け（多くの場

合はゼネコン） に対して賃金などの立替 

左：小倉生健会 田中副会長 

右：小倉生健会 飯田事務局長 


